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舞
台
奥
に
あ
る
文
字
通
り

大
き
な
黒
い
幕
の
こ
と
。単
に

「
お
お
ぐ
ろ
」と
呼
ぶ
こ
と
も

あ
る
。歌
舞
伎
な
ど
の
伝
統

芸
能
で
は
、夜
の
屋
外
や
無
と

い
う
意
味
が
あ
る
。

　
人
形
劇
で
は「
黒
子
を
使

用
す
る
。移
動
公
演
が
多
い
。

ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト
の
使
用
を

し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
」な
ど

の
理
由
か
ら
大
黒
幕
を
使
用

す
る
こ
と
が
多
い
。当
た
り
前

の
よ
う
に
使
っ
て
い
る〝
自
立

す
る
大
黒
幕
〞だ
が
、こ
れ
を

組
み
立
て
る
と
、「
芝
居
は
劇

場
で
や
る
も
の
」と
思
っ
て
い
る

演
劇
関
係
者
か
ら
は
「
お

お
！
」と
感
心
を
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、世
間
で
黒
幕

と
い
え
ば『
政
治
の
黒
幕
』な

ど
と
い
う
よ
う
に
、表
舞
台
に

出
ず
、影
で
こ
そ
こ
そ
と
人
に

指
図
を
す
る
悪
の
親
玉
の
こ

と
を
指
す
わ
け
だ
が
、こ
こ
か

ら
派
生
し
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

『
大
黒
幕
』

並木 さんぽ

掲示板 いいだ人形劇センター
からのお知らせ

　プロの演出家、美術家と一緒に人形劇
を創るワークショップの第Ⅲ期。今回は
2015年1月の初演を目標に人形劇「人
魚姫」の制作に取り組みます。脚本・演出
はくすのき燕さん、人形美術は吉澤亜由
美さん。ほかにさまざまな講師を迎えて
レクチャーや基礎レッスンを開催し、多く
の視点から人形劇を学びます。

D
o
g
u
s
h
i

　いいだ人形劇センターが始動して半年が
たち、主導の活動も少しずつ発信できるよう
になってきました。いいだ人形劇フェスタが終
わり、〝ことしの人形劇シーズンは終わり〟と思
っている方に朗報?なのかは不明ですが、一
年を通して子どもはもちろん、大人まで多くの
方に人形劇を楽しみ、さまざまなことを学んで
もらえるような企画を考えていきますので、ぜ
ひご参加ください。次号は2014年1月発行
予定です。（帆）

　昭和22年飯田大火の後、復興を目指して育てられてきた「りん
ご並木」が60周年を迎えました。9月末に開催されたイベントでは
写生大会が行われ、大勢の方が収穫の季節の景色を描きまし
た。飯田のシンボルといわれる「りんご並木」のように、人形劇も
歴史を重ね、さらに市民に親しまれる存在となりますように。

特集
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（
人
形
芝
居
燕
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く
す
の
き
燕
）

人
形
劇用

語

わ
か
る
！！

わ
か
る
！！
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参加者募集！！人形劇
ワークショップ第Ⅲ期

■オリエンテーション（説明会）
　10月30日(水)19:00 飯田文化会館
■問合せ TEL.050-3583-3594

2013年11月13日～
2015年1月

開催期間

キャスト、美術・制作スタッフ、
演出助手など

募集内容

高校生以上対　　象

月2,000円（学生は月1,000円）参 加 費

10月31日(木)申込締切

人形劇
ワークショップ第Ⅲ期

参加者募集！！

（
お
お
ぐ
ろ
ま
く
）

※ホリゾントとよばれる、舞台奥にある通常明るいねずみ色の壁面を照らす器具

※



イベントスケジュール

飯
田
、シ
ャ
ル
ル
ビ
ル・メ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
レ
ポ
ー
ト
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わくわく

　「東アジア三大人形劇祭友好提
携」5周年を記念して開催された
交流公演。韓国「春川人形劇祭」、
台湾「雲林國際偶戯節」、日本「い
いだ人形劇フェスタ」それぞれが
推薦する人形劇団の連続公演と
あって会場は超満員。演じる側、観
る側も熱が入りました。

人形劇公演in第7回飯田丘のまちフェスティバル
11月3日（日）13：00・15：30
会場／川本喜八郎人形美術館映像ホール 料金／無料
出演／「田辺」普通の生活

森のぽかぽかクリスマス
12月8日（日）10：00～16：00 会場／かざこし子どもの森公園　
料金／1人1,000円、親子1,500円、親子3人以上2,000円、
人形劇のみ800円 出演／ヨシダ人形劇　
人形劇公演のほか、クリスマスリースやオリジナルピザ作りの
体験を組み合わせたクリスマススペシャル企画

初春を寿ぐ竹田人形館
1月11日（土） 会場／竹田扇之助記念国際糸操り人形館

今
夏
、日
本
最
大
の
人
形
劇
の
祭
典「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
15
周
年
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
主
要
イ
ベ
ン
ト
を
レ
ポ
ー

ト
。さ
ら
に
、9
月
20
日
〜
29
日
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た「
シ
ャ
ル
ル
ビ
ル・メ
ジ
ェ
ー

ル
世
界
人
形
劇
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」の
最
新
情
報
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

大宮八幡宮秋季祭礼奉納「今田人形公演」
10月19日（土）19：00、20日（日）12：30
会場／飯田市龍江大宮八幡宮　料金／無料
戎舞、傾城阿波鳴門 順礼歌の段、伊達娘恋緋鹿子 火
見櫓の段ほか上演

第6回南信州獅子舞フェスティバル
10月20日（日）9：45～15：30
会場／飯田市中心市街地路上演舞会場（中央通りほか）
飯田下伊那をはじめ、県内から伝統の神楽獅子や屋台
獅子が一堂に集合。わたちゃんのダンボールししまいワー
クショップ参加者が創作獅子舞コンクールに出場します

※開催日時など変更になる場合があります。詳細はいいだ人形劇センターTEL.050-3583-3594へお問い合わせください。

　7月27日（土）～8月5日（月）の10日間、
インド・カンボジア・ラオス・日本の人形遣い
らが飯田に集合。獅子舞、三人遣い、糸操
り、影絵、オブジェクトシアターなどお互い
の芸能や技術を学び合いました。ワークシ
ョップ後の成果発表報告会では「平和」
「争い」「災害」「再生」をテーマに、アジア
各国の芸能の技法を生かして制作した15
分ほどのパフォーマンスを発表しました。

　
市
庁
舎
前
の
デ
ュ
カ
ー
ル
広
場
や
教
会
の
庭
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

始
ま
る
と
た
ち
ま
ち
大
き
な
人
の
輪
。日
中
だ
け
で
な
く
、夜
の
12

時
を
過
ぎ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、人
々
は
ビ

ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
興
じ
て
い
ま
す
。

　

有
料
公
演
で
は
、イ
ン
ド
の
三
人
遣
い
の
人
形
劇
や
フ
ラ
ン
ス
人

に
よ
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
シ
ア
タ
ー
な
ど
、飯
田
の
フ
ェス
タ
で
は
な
か
な
か

見
ら
れ
な
い
人
形
劇
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
期
中
、今
年
で
3
回
目
と
な
る「
人
形
の
友・友
好
都
市
国
際

協
会
」（
通
称
：
A
V
I
A
M
A
）総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。実
質

的
な
活
動
に
取
り
組
む
た
め
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
決
定
、飯
田
市
が
提
案

し
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
動
画
投
稿
サ
イ
ト
の
活
用
の
ほ
か
、人
形

劇
に
関
わ
る
人
に
焦
点
を
当
て
た
プ
ロ
写
真
家
に
よ
る
大
型
写
真
パ

ネ
ル
の
巡
回
展
示
な
ど
、3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
始

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
田
文
化
会
館
館
長 

小
木
曽
学
）

　アジア人形劇フェスティバルの締めくくりと
して最終日に開催。立教大名誉教授の小西

正捷氏が進行役、ワークショップに参加したインド・カンボ
ジア・ラオス・日本の人形劇人がパネリストとなり、人形に
対する考え方や課題、今後の未来について話し合いまし
た。今回のワークショップで互いの作品を融合することで
新たな魅力が生まれたように、飯田の地で学んだことをこ
れからにつなげられれば、との意見が交わされました。

アジアの人形劇相互交流ワークショップ・成果発表報告会

シンポジウム アジアの人形劇～
そのルーツ・現在・未来

アジアの人形芝居展東アジア三大人形劇祭
交流公演

　カンボジア、インドネシア、韓国、タイ、ミャンマー、
インド、中国の人形と資料をずらりと展示。インスト
ラクターによる解
説のほか、体験コ
ーナーも設置。アジ
ア各国の人形を実
際に操作できると
あって連日好評で
した。

～シャルルビル・メジェール世界人形劇フェスティバル～

特集

飯
田
、シ
ャ
ル
ル
ビ
ル・メ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
レ
ポ
ー
ト

街を歩けば路上のあ
ちこちでユニークなパ
フォーマーに出会う

市庁舎前「デュカール広場」でのパフォーマンスに大勢
の観客が集まる。写真右奥が市庁舎

「AVIAMA」の総会に飯田市から
佐藤健副市長が出席。人形劇の
まち飯田を世界に向けて発信する
とともに、関係都市とのネットワー
クを広めた

商店のウインドーは工夫を凝ら
したディスプレーで飾られている

深夜になってもビール片手にフェ
スティバルを楽しむ人でにぎわう



宇野小四郎
人形劇団ひとみ座創立メンバー
で、（公財）現代人形劇センター元
理事長。現在、銀の鈴舎主宰。人
形劇の上演・演出・出版事業等、
多岐にわたり活躍している。

宇
野
小
四
郎
【
人
形
劇
研
究
家
】

人
形
た
ち
の

 

カ
ー
ニ
バ
ル

　

僕
ら
が
飯
田
に
提
案
し
た
人
形
劇
祭
典
は
破
天

荒
な
も
の
だ
っ
た
。
当
時
全
国
で
人
形
劇
フ
ェス
テ

ィ
バ
ル
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
川
尻
泰
司
さ
ん

の
呼
び
か
け
と
指
導
に
よ
る
も
の
だ
。
民
主
主
義

と
共
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
育
っ
た
僕
ら
の
人
形

劇
は
、
み
ん
な
で
集
ま
り
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

み
ん
な
で
実
行
す
る
も
の
だ
っ
た
。
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

を
行
う
に
も
根
回
し
し
、
段
取
り
、
手
続
き
が
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
「
僕
は
聞
い
て
な
い
」
と
か
「
誰
が

決
め
た
ん
だ
」
と
か
喧
し
い
こ
と
を
申
す
方
々
も
お

い
で
で
民
主
主
義
と
い
う
の
も
な
か
な
か
手
間
の
か

か
る
も
の
だ
。

　

で
、
そ
ん
な
根
回
し
と
か
、
組
織
づ
く
り
と
か
、

会
議
を
積
み
重
ね
、
み
ん
な
で
決
め
て
、
み
ん
な

で
実
行
す
る
と
か
い
う
民
主
主
義
的
な
手
続
き
は

一
切
抜
い
て
、
勝
手
、
バ
ラ
バ
ラ
に
集
ま
っ
て
勝
手
に

上
演
で
き
る
な
ん
て
人
形
劇
の
大
会
は
ど
う
だ
ろ

う
と
考
え
た
。
そ
り
ゃ
無
理
だ
、
そ
ん
な
こ
と
で

き
る
筈
が
な
い
と
思
って
い
た
と
こ
ろ
に
舞
い
込
ん
だ

の
が
飯
田
の
話
だ
。
渡
り
に
船
。
い
き
な
り
こ
ん
な

祭
典
を
持
ち
上
げ
て
も
人
形
劇
の
連
中
は
驚
い
た

り
は
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
今
時
、
人
形
劇
な
ど

や
っ
て
い
る
の
は
無
邪
気
な
愚
者
だ
か
ら
、
さ
し
た

る
縁
も
な
い
飯
田
に
手
弁
当
で
も
上
演
に
来
る
お

気
楽
な
奴
も
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
人
の
好

い
連
中
だ
と
思
い
込
ん
だ
飯
田
も
お
人
好
し
と
言

え
る
。
と
に
か
く
こ
う
し
て
文
化
と
地
域
の
天
下

無
敵
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
誕
生
し
た
の
だ
。

　
一
言
。
僕
は
飯
田
の
人
は
大
好
き
だ
が
、
真
面

目
過
ぎ
る
人
が
多
い
。
こ
の
駄
文
も
真
面
目
に
読

ん
で
い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　「人形劇カーニバル20周年記念」と銘打たれた復刻版は、1949年講
談社刊の原著に、河竹登志夫、三隅治雄、竹田扇之助による座談会を付
記し、一部現代かなづかいに改めて飯田で出版された。河竹繁俊は飯田出
身、日本演劇学の権威で、早稲田大学演劇博物館館長、そして「竹田人
形座」の命名者、文化功労者、飯田市名誉市民でもあった。
　伊那の人形芝居をはじめ、淡路、佐渡、秩父、帛紗、佐伯燈籠など地方
に根付く、種類豊かな知られざる人形芝居を紹介しているのは、戦後のこの
時代に慧眼であり、興味深い内容。惜しむらくは、原本と同じ変形判でなく
なっている点であろうか。　　　　　　　（「人形劇の図書館」潟見英明）

突撃！！

人形劇の
ゲ・ン・バ 

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
獅
子
頭
を
作
り
、
獅
子
を
舞
う
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
に
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
集

ま
る
と
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
。
さ
っ
そ
く〝
ゲ
ン
バ
〞

を
お
さ
え
る
べ
く
、
会
場
の
飯
田
市
川
本
喜
八
郎

人
形
美
術
館
へ
直
行
し
ま
し
た
！

　

始
ま
る
の
が
待
ち
き
れ
な
い
、
と
い
っ
た
様
子
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
講
師
を
務
め
る
の
は〝
獅
子

を
舞
う
男
〞の
名
で
活
躍
す
る
飯
田
市
の
後
藤
渉

さ
ん
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
友
だ
ち
と
一
緒
に
な
っ

て
、
家
に
あ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
獅
子
の
頭
を
作
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
飯
田
下
伊
那
は
伝
統
芸
能
の

獅
子
舞
が
盛
ん
で
す
し
、
子
ど
も
た
ち
も
お
祭
り

で
見
て
い
る
は
ず
。
作
る
楽
し
さ
に
加
え
、
地
元
の

伝
統
芸
能
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
、
こ
の
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
を
始
め
ま
し
た
」。

　

後
藤
さ
ん
手
作
り
の
獅
子
舞
キ
ッ
ト
が
手
渡
さ
れ

て
作
業
開
始
。
ま
ず
は
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
ダ
ン

ボ
ー
ル
全
体
を
赤
色
で
塗
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
必

要
な
の
は〝
手
〞と
、
絵
の
具
を
広
げ
や
す
い
よ
う
に

用
意
し
た
ス
ポ
ン
ジ
の
み
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の

手
を
使
い
、
繊
細
か
つ
大
胆
に
塗
っ
て
い
き
ま
す
。

続
い
て
黄
色
で
歯
と
目
を
、
さ
ら
に
黒
色
で
耳
と

眉
毛
を
塗
り
ま
す
。
気
が
付
け
ば
、
顔
や
腕
、
髪

の
毛
に
ま
で
絵
の
具
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
と

て
も
楽
し
そ
う
。
早
く
動
か
し
た
く
て
う
ず
う
ず

し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

完
成
し
た
頭
を
持
っ
て
舞
の
練
習
を
し
た
後
は
、

10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
る
「
南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」創
作
獅
子
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
で
す
。

表
情
豊
か
な
獅
子
頭
を
思
い
っ
き
り
動
か
し
て
、
大

勢
の
観
客
を
あ
っ
と
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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「
や
っ
て
み
た
ら
こ
ん
な
だ
っ
た
」　
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Library Cafe

朧

「
復
刻
版 
諸
国
の
人
形
芝
居 

人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
20
周
年
記
念
」

河
竹
繁
俊 

編 

1
9
9
8
年 

新
葉
社（
飯
田
市
）発
行

黄色に塗ったところへ油性ペンで一
つひとつ慎重に歯を書き込みます

細かいところはスポンジを使い、はみ
出さないように塗ります

講
師
の
後
藤
渉
さ
ん
か
ら

耳
の
付
け
方
を
教
え
て
も

ら
い
ま
す
。目
と
鼻
を
付
け

れ
ば
完
成
で
す

完成した頭を持ち、音楽に合わせてチョウを追いかけたり、片足を上げてポーズを
きめたり、創作獅子舞コンクールに向け練習が続きます

表
情
豊
か
な
頭
を
作
っ
て
獅
子
を
舞
お
う
!!

完
成
し
た
頭
を
早
速
動
か

し
て
み
る
と
、開
い
た
口
か
ら

か
わ
い
い
顔
が
見
え
ま
し
た

表
情
豊
か
な
頭
を
作
っ
て
獅
子
を
舞
お
う
!!



　
映
像
と
い
え
ば
著
作
権
、
一
回
目
は
著
作
権
の

無
駄
話
で
す
。

　
さ
て
、
世
の
中
に
は
著
作
物
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
著
作
者
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
著
作
権

と
い
う
も
の
も
あ
る
の
で
す
。
あ
る
ん
だ
と
著
作

権
法
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
著
作
権
法
が
出

来
た
の
が
明
治
の
御
代
、
さ
す
が
え
ら
い
、
な
の

で
す
が
不
平
等
条
約
の
解
消
の
為
と
の
こ
と
、
早

と
ち
り
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
著
作
権=

一
万
円
札
、
違
い
ま
す
。
著
作
権

は
許
諾
す
る
権
利
で
す
。
何
々
権
、
何
と
か
権
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
許
諾
す
る
か
ど
う

か
の
権
利
で
す
。
こ
の
権
利
は
譲
渡
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
ら
、
著
作
者
と
著
作
権
者
が
違
う

と
い
う
こ
と
は
ま
ま
あ
る
こ
と
で
す
。

　
た
だ
油
断
は
禁
物
、
著
作
者
に
は
人
格
権
と
い

う
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
固
有
の
権
利
、
著
作
権

者
が
別
に
い
て
も
働
き
ま
す
。
主
な
も
の
は
改
変

権
、
勝
手
に
変
え
る
な
よ
、
と
な
り
ま
す
。
で
、

保
護
期
間
。
伸
び
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
芸
術

文
化
の
発
展
を
阻
害
す
る
と
い
う
意
見
も
多
い
の

で
す
が
、
世
界
で
最
も
有
名
な
ネ
ズ
ミ
に
は
太
刀

打
ち
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
著
作
権
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
著
作
隣
接
権
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま

す
。
米
国
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
際
会
議
は
大
揉

め
で
す
。
隣
接
権
は
著
作
物
を
利
用
す
る
立
場

で
す
が
創
造
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
俳
優
、
歌

手
、
演
奏
家
等
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
こ
と
で
よ
う
や
く
人
形
劇
。
劇
を
作
り

ま
す
。
そ
の
著
作
者
は
誰
だ
、
誰
も
い
ま
せ
ん
。

映
画
は
監
督
が
著
作
者
で
す
が
、
演
出
家
は
隣

接
権
、
あ
く
ま
で
も
著
作
物
を
利
用
す
る
人
な

の
で
す
。
う
ー
ん
、
そ
う
か
ぁ
、
な
の
で
す
。

　

飯
田
市
龍
江
の
大
宮
八
幡
宮
秋
季
祭
礼
で
奉

納
上
演
さ
れ
る
、
今
田
人
形
座
の
人
形
浄
瑠
璃
。

江
戸
時
代
中
期
よ
り
継
承
さ
れ
、
現
在
演
じ
て
い

る
外
題
の
中
で
ろ
う
そ
く
の
灯
り
だ
け
で
上
演

す
る
の
は
「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子 

火
見
櫓
の
段
」

た
だ
一
つ
で
す
。

　
「
今
田
人
形
が
う
ま
れ
た
当
時
、
灯
り
は
ろ
う

そ
く
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
は
ず
。
そ
の
中
で
い
か

に
美
し
く
見
え
る
か
を
人
形
師
た
ち
は
苦
労
し
て

作
り
上
げ
た
に
違
い
な
い
、
と
座
員
ら
で
話
を
し

た
の
が
30
年
ほ
ど
前
」
と
事
務
局
長
の
木
下
文
子

さ
ん
。
昭
和
63
年
夏
、
飯
田
で
開
催
さ
れ
た
「
世

界
人
形
劇
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
昔
の
灯
り
（
和

ろ
う
そ
く
）で
上
演
す
る
初
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
年
秋
か
ら
は
大
宮
八
幡
宮
の
祭
礼
で
上
演
さ

れ
、
十
年
も
経
て
ば
立
派
な
今
田
人
形
の
歴
史
に

な
る
、
と
座
員
の
熱
い
思
い
が
一
つ
に
な
っ
て
始
ま
っ

た
芝
居
は
今
年
で
25
年
。
四
半
世
紀
が
経
ち
ま
し

た
。
今
で
は
こ
の
公
演
を
楽
し
み
に
県
外
か
ら
も

多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。「
お
七
の
白
く
小
さ
な

顔
が
照
る
も
曇
る
も
、
微
妙
な
和
ろ
う
そ
く
の
揺

ら
め
き
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
そ
の
中
で
生
ま
れ
て

く
る
も
の
を
大
切
に
表
現
し
て
い
き
た
い
」
と
木

下
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
は
芝
居
後
半
、
お
七
が
半
鐘
を
打
と

う
と
櫓
に
登
っ
て
い
く
場
面
。
演
じ
る
三
人
は
も

ち
ろ
ん
、
お
七
の
顔
を
和
ろ
う
そ
く
で
照
ら
す“

つ

ら
あ
か
り”

を
担
当
す
る
左
右
の
2
人
、
太
夫
と

三
味
線
の
呼
吸
が
合
い
、
す
べ
て
が
一
体
と
な
る

瞬
間
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

飯
田
市
座
光
寺
に
「
竹
田
扇
之
助
記
念
国
際

糸
操
り
人
形
館
」
が
開
館
し
た
の
を
機
に
、
竹

田
人
形
座
の
糸
操
り
を
学
ぶ
講
座
が
14
年
前
に

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
受
講
生
が
「
竹
田
人
形

座 

竹
の
子
会
」。
現
在
、
高
校
生
3
人
を
含
む

9
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
竹
田
人
形
座
の
鈴
木

友
子
さ
ん
を
講
師
に
人
形
制
作
か
ら
操
演
ま
で

熱
心
に
取
り
組
み
、
い
い
だ
人
形
劇
フェス
タ
は
も

ち
ろ
ん
、
国
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
て
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
下
旬
に
は
竹
田
人
形
座
の
人
形
師
だ
っ
た

竹
田
喜
之
助
ゆ
か
り
の
地
、
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

た
「
瀬
戸
内
・
喜
之
助
フェス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
。

複
数
の
演
目
を
上
演
し
た
ほ
か
、
鈴
木
さ
ん
が
指

導
に
あ
た
る
地
元
劇
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
公
演
も

果
た
し
ま
し
た
。「
１
人
が
3
体
の
人
形
を
操
る

フ
レ
ン
チ
カ
ン
カ
ン
は
、舞
台
に
9
人
27
体
が
ず
ら
っ

と
並
び
そ
れ
は
見
事
。
躍
動
感
が
あ
り
ま
し
た
」

と
代
表
の
片
桐
直
夫
さ
ん
。

　
「
基
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
現
時
点

の
1
0
0
%
を
出
せ
る
よ
う
自
信
を
持
っ
て
舞
台

に
上
が
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
話
す
皆
さ

ん
。
何
事
に
も
真
摯
に
向
き
合
う
竹
田
人
形
座

の
精
神
は
、
主
宰
の
竹
田
扇
之
助
さ
ん
か
ら
弟
子

の
鈴
木
友
子
さ
ん
へ
、
さ
ら
に
竹
の
子
会
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

竹
田
人
形
座 

竹
の
子
会

「
今
田
人
形
ろ
う
そ
く
公
演
」の
巻
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い
い
だ
再
発
見

や
っ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

や
っ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

映像と人形・
人形劇

日本人形劇人協会

劇人協会通信

※「日本ウニマ」「全国専門人形劇団協議会」「日本人形劇人協会」が持ち回りで各団体の活動の様子、国内外の旬の話題をお届けします。

※写真はイメージです

人形師・竹田喜之助の人形を手本に座員が作った三番叟、都獅子などの人形はすべて型紙を起こすところから始まります。「手板を持った時にバランスがよく、操演していてブレがない。まさに地に足が付くという表現がぴったり」と座員の皆さん。メンバーは随時募集しています

事務局 大沢 直

10月19日（土）19:00～宵祭り

寿式三番叟、戎舞、
伽羅先代萩 政岡忠義の段、
菅原伝授手習鑑 寺子屋の段

会場：今田人形の館（飯田市龍江）

出演：今田人形座
　　 竜峡中学校今田人形座
　　 龍江小学校今田人形クラブ
入場無料

10月20日（日）12:30～本祭り

戎舞、傾城阿波鳴門 順礼歌の段、
菅原伝授手習鑑 寺子屋の段、
伊達娘恋緋鹿子 火見櫓の段

講師の鈴木友子さん（写真左）か
ら指導を受ける高校生の對馬由
貢さん（写真右）は喜之助フェステ
ィバルでフレンチカンカンを上演。
「9人全員で息を合わせることが難
しく緊張の舞台でしたが、いい経
験ができました」

今田人形の館の舞台には12本の和ろうそくが
並べられ「伊達娘恋緋鹿子 火見櫓の段」だけ
は独特の雰囲気の中で演じられます

大宮八幡宮秋季祭礼奉納
今田人形公演

日本人形劇人協会
舞台や映像番組で活躍している実演家
と人形劇に関わる仕事を職業とする専門
人形劇人の組織。人形劇人相互の親睦
交流、活動条件の改善と社会的芸術的
地位の向上をはかることを目的に1967
年に設立されました。

その1


